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史
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に

・
坂
の
住
人
「
坂
者
」

・
「
坂
者
」
と
「
犬
神
人
」

一
、
坂
者
の
権
益

ー
坂
の
公
文
所
ー

・
坂
の
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奉
行
の
輩
」「
宿
老
」「
惣
衆
」

・
坂
の
公
文
所
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「
墓
役
」
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売
却

二
、
坂
者
と
祇
園
社

ー
河
原
田
畠
の
耕
作
と
祇
園
会
の
清
目
ー

・
祇
園
社
四
至
内
の
「
四
条
以
南
、
五
条
以
北
の
河
原
田
畠
」

・
「
社
恩
」
と
し
て
祇
園
社
へ
の
奉
仕

刑
の
執
行

三
、
坂
の
犬
神
人
と
祇
園
会

・
祇
園
会
に
お
け
る
清
目
（
犬
神
人
）

・
清
水
寺
地
主
神
社
の
祭
礼
に
お
け
る
清
目
（
坂
の
者
）

四
、
山
門
（
延
暦
寺
）
と
祇
園
社
と
犬
神
人

・
山
門
衆
徒
（
大
衆
）
と
祇
園
社

・
坂
者
の
清
目

穢
れ
た
犯
罪
者
の
住
居
の
破
壊

五
、
坂
者
と
癩
者

ー
坂
と
長
棟
堂
ー

・
坂
の
「
長
吏
」
と
癩
者

・
「
長
棟
非
人
」「
長
棟
の
風
呂
」

む
す
び・

坂
者
と
河
原
者

坂
者
の
権
益
と
役
割

坂
の
「
長
吏
」
と
癩
者

・
葬
送
に
使
用
し
た
輿
を
取
得
す
る
権
利

・
坂
の
「
長
吏
」
が
癩
者
を
集
め
統
制

、
葬
送
時
の
引
馬
・
鞍
等
を
取
得
す
る
権
利

「
病
者
を
監
護
す
る
者
」

、
犯
罪
者
の
住
居
を
破
却
す
る
役
割

・
「
長
棟
非
人
」「
長
棟
の
風
呂
」

、
寺
か
ら
墓
役
を
徴
収
す
る
権
利

「
癩
病
患
者
を
休
養
す
る
私
立
病
院
」
＝
長
棟
堂

図

祇
園
社
と
坂

祇
園
社

坂

祇
園
社
執
行

ー

寄
方

ー

犬
神
人
（
坂
者
の
リ
ー
ダ
ー
）

ー

一
般
の
「
坂
者
」

し
ぎ
ょ
う

＝

＝

ー

坂
の
「
惣
衆
」

「
公
文
所
」

「
坂
奉
行
惣
代
」

「
宿
老
」
「
奉
行
」



中
世
清
水
坂
の
歴
史

ー
坂
者
と
癩
者
ー

（
史
料
）

下
坂

20201014
は
じ
め
に

１
〔
洛
中
洛
外
惣
町
数
人
家
数
改
日
記
〕
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）

「
坂
面
町
」
「
坂
弓
矢
町
」

『
半
日
閑
話
』

２
〔
京
雀
〕
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
刊

清
明
が
塚
の
東
の
よ
こ
町
を
北
み
か
ど
町
と
い
ふ
、
そ
の
東
の
町
を
ば
坂

と
名
づ
く

３
〔
新
撰
犬
筑
波
集
〕
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
以
降
の
成
立

坂
の
も
の

内
野
の
ち
や
に
腰
か
け
て

し
ん
き
く
は
ん
す
の

つ
る
や

（

茶

）

（

鑵

子

カ

）

（

弦

）

め
さ
れ
ん

４
〔
山
衆
名
跡
志
〕
三

正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
刊

○
坂

面

是
れ

則

ち
清
水
坂
を
云
ふ
。
此
の
号
西
は
六
道
六
波
羅
、
愛
宕

お
も
て

こ

す
な
わ

を

た

ぎ

に
至
つ
て
之
を
称
す
。
愛
宕
に
住
す
る
弓
弦
指
、
僧
沓
師
を
坂

者
と
云
ふ

こ
れ

ゆ

づ
る

さ
し

そ
う

ぐ
つ

さ
か
の
も
の

も
此
の
号
に
依
る
な
り
。

一
、
坂
者
の
権
益

ー
坂
の
公
文
所
ー

５
〔
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学

正

記
〕
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）

ぶ
つ

し

か
ん

し
ん
が
く
し
よ
う

き

一
諸
人
葬
送
の
時
、
山
野
に
随
身
せ
し
む
る
所
の
具
足
は
罷
り
取
る
と
雖
も
、

ぐ

そ
く

ま
か

其
の
物
な
し
と
号
し
、
葬
家
に
群
臨
し
、
不
足
を
責
め
申
す
の
事
、
停
止

せ
し
む
べ
し
。

（
中
略
）

６
〔
祇
園
執

行

日
記
〕
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
七
月
二
十
三
日
条

し

ぎ
よ
う

梶
井
宮
よ
り
静
豪
僧
都
奉
書
を
も
っ
て
仰
せ
ら
れ
て
云
わ
く
、
一
昨
日
十

か
じ

い
の

み
や

そ
う

ず

い

相
院
僧
正
死
去
し
葬
送
の
た
め
都
賀
尾
山
本
坊
の
輿
を
借
用
の
と
こ
ろ
、

と

が

の

お

こ
し

犬
神
人
抑
留
す
と
云
々
。
返
し
遣
わ
す
の
よ
う
計
ら
い
沙
汰
す
べ
し
と

は
か

云
々
。
こ
の

趣

、
か
の
下
僧
乗
善
来
り
申
す
の
間
、
犬
神
人
に
下
知
の

う
ん

ぬ
ん

お
も
む
き

と
こ
ろ
、
惣
衆
に
相
触
れ
左
右
申
す
べ
し
と
云
々
。

あ
い

ふ

そ

う

７
〔
坂
公
文
所
引
馬
銭
請
文
案
〕
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）

『
金
光
寺
文
書
』

ひ
き
う
ま

（
端
裏
書
）

「
坂
ヨ
リ
引
馬
ノ
免

状

」

ひ
き
う
ま

め
ん
じ
ょ
う

七
条
御
引
導
の
時
、
引
馬
・
鞍
等
事
、
御
遊

行

十
五
代
上
人
様
御
在
京
の

ひ
き
う
ま

ゆ

ぎ
ょ
う

（

尊

恵

）

時
、
庫
院
其
阿
弥
陀
仏
（
よ
り
）
堅
く
仰
せ
を
こ
う
む
る
の
間
、
御
礼
を

く

い
ん

き

あ

み

だ

ぶ
つ

も
っ
て

閣

き
申
し
候
。
し
か
る
と
い
え
ど
も
、

向

後
に
お
い
て
は
引
馬

さ
し
お

き
ょ
う

ご

ひ
き
う
ま

御
座
候
は
ば
、
壱
貫
文
給
う
べ
く
候
。
そ
の
外
兎
角
の
儀
申
す
ま
じ
く
候
。
仍

た
ま

と

か
く

よ
つ

て
後
日
の
た
め
の
状
、

件

の
如
し
。

ご

じ
つ

く
だ
ん

正
長
元
年
拾
月

日

坂
公
文
所
在
判

進
上

七
条
御
道
場

（
注
）
引
馬
ー
葬
式
の
際
に
、
坊
主
に
提
供
す
る
た
め
に
引
い
て
い
く
馬
（
『
日
葡
辞
書
』
）

に
つ
ぽ

８
〔
清
水
坂
公
文
所
請
文
〕

長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）

『
金
光
寺
文
書
』

（
端
裏
ウ
ハ
書
）

「
河
原
口
御
道
場
へ
参
」

徳
政
の
事
に
つ
い
て
、

尤

も
免
輿
以
下
停
止
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
、
度
々

も
つ
と

堅
く
仰
せ
を
こ
う
む
り
候
間
、
申
し
入
れ
を

閣

き
候
上
は
、

向

後
は
兎
角

さ
し
お

き
ょ
う

ご

と

か
く

違
乱
・
煩
い
申
し
入
る
ま
じ
く
候
。
仍
て
一
紙
の
状
、

件

の
如
し
。

よ
つ

く
だ
ん

長
禄
元
年
霜
月
八
日

七
条
金
光
寺

清
水
坂
公
文
所
（
花
押
）



９
〔
坂
奉
行
人
惣
代
連
署
墓
役
売
券
〕
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
六
月

（
貼
紙
）

『
知
恩
院
文
書
』

「
葬
礼
に
つ
き
さ
か
の
書
物
」

（

坂

）

か
き
も
の

知
恩
院
よ
り
坂
へ
下
さ
れ
候
御
墓
役
の
物
、
坂
の
か
ら
ん
こ
ん
り
う
仕
候
に

（
伽
藍
）

（

建

立

）

よ
つ
て
、
諸
役
の
こ
ら
ず
銀
子
五
ま
い
に
永
代
知
恩
院
へ
売
り
渡
し
申
す
所
、

（

残

）

（

枚

）

実
正
明
白
な
り
。
た
と
ひ
葬
場
何
方
に
ひ
ら
か
せ
ら
れ
候
と
も
少
も
相
構
う

（

開

）

あ
い
か
ま

こ
と
御
座
な
く
候
。
し
せ
ん
天
下
一
同
な
ら
び
に
私
の
徳
政
参
り
候
と
も
、

（

自

然

）

少
も
違
乱
・

煩

い
申
す
ま
じ
く
候
。
そ
の
た
め
昔
よ
り
の
証
文

悉

く

（
わ
ず
ら
）

こ
と
ご
と

返
進
申
し
候
。

向

後
書
物
出
で
申
し
候
と
も
、
ほ
う
く
た
る
べ
く
候
。
も

へ
ん

し
ん

き
ょ
う

ご

か
き

も
の

い

（

反

故

）

し
何
方
よ
り
も
申
し
分
こ
れ
あ
ら
ば
、
何
時
な
り
と
も
こ
の
判

形

の
衆
罷

い
ず
か
た

な
ん

ど
き

は
ん
ぎ
よ
う

ま
か

り
出
、
そ
の
明
申
し
分
く
べ
く
候
。
仍
て
永
代
売
券
の
状
、
件
の
如
し
。

め
い

わ

よ
つ

坂
奉
行
惣
代

慶
長
元
年
極
月
六
日

但
馬
（
花
押
）

知
恩
院

御
役
者
中
様

ま
い
る

二
、
坂
者
と
祇
園
社

ー
河
原
田
畠
の
耕
作
と
祇
園
会
の
清
目
ー

〔
感
神
院
所
司
等
申
状
案
〕
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）

『
八
坂
神
社
文
書
』

10
感
神
院
所
司
等
申
す

（
中
略
）

右
、
当
社
四
至
内
敷
地
田
畠
は
後
三
條
院
御
宇
延
久
二
年
、
官
符
宣
を
成

ぎ
ょ

う

か
ん

ぷ

せ
ん

し
下
さ
れ
て
以
来
、
社
家
管
領
［

］
相
違
な
し
。
な
か
ん
ず
く
四

条
以
南
、
五
条
以
北
の
河
原
田
畠
は
、
社
恩
と
し
て
非
人
に
宛
て
賜
る
の

間
、
犬
神
人
と
号
し
て
、
延
久
以
来
、
祭
礼
以
下
の
諸
神
事
に
相
従
う
と

こ
ろ
な
り
。

（
中
略
）

康
永
三
ー

〔
祇
園
執
行
顕
縁
書
状
案
〕
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）

11

『
早
稲
田
大
学
所
蔵
文
書
』

祇
園
社
領
の
内
、
四
条
・
五
条
の
間
河
原
畠
の
事
。
犬
神
人
往
古
よ
り
社

恩
の
由

承

り
候
か
。

（
中
略
）

御
意
を
得
べ
く
候
。
恐
々
謹
言
。

う
け
た
ま
わ

ぎ
ょ

い

う

卯
月
廿
九
日

顕

□

請
文

〔
縁
〕

御
奉
行
所

三
、
坂
の
犬
神
人
と
祇
園
会

〔
師
守
記
〕
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
六
月
十
四
日

も
ろ
も
り

き

12
今
夕
、
酉
の
斜
め
に
御
行
。
一
基
は
松
明
を
取
ら
ず
。
二
基
は
戌
の
刻
に

と
り

な
な

た
い
ま
つ

い
ぬ

御
行
、
松
明
を
取
る
。
無
為
の
御
行
神
妙
々
々
。
御
行
時
分
、
三
条
油
小

た
い
ま
つ

む

い

路
に
お
い
て
田
楽
と
犬
神
人
、
喧
嘩
の
こ
と
あ
り
。
こ
れ
田
楽
乗
馬
し
犬

で
ん

が
く

い
ぬ

じ

に

ん

神
人
の
中
を
通
る
の
間
、
無
礼
の
由
こ
れ
を
問
答
し
、
馬
よ
り
打
ち
落
と

す
と
云
々
。
田
楽
一
人
当
座
に
殺
害
せ
ら
れ
、
坂
者
疵
ヲ
こ
う
む
る
と
云

う
ん

ぬ
ん

々
。
以
て
の
外
な
り
。

も
つ

ほ
か

〔
東
寺
執

行

日
記
〕
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
六
月
十
四
日

し

ぎ
よ
う

13
祇
園
会
御
輿
還
御
。
（
中
略
）
又
新
座
田
楽
の
幸
夜
叉
、
坂

物

の
た
め
に

み

こ
し

か
ん

ぎ
よ

（
者
）

殺
害
せ
ら
れ
る
と
云
々
。

う
ん
ぬ
ん



四
、
山
門
（
延
暦
寺
）
と
祇
園
社
と
犬
神
人

〔
高
祖
遺
文
録
〕
五

延
応
二
年
（
一
二
四
〇
）

14
祇
園
執
行
に
仰
せ
付
け
ら
る
る
山
門
下
知
状

大
衆
僉
議
に
云
わ
く
、
専
修
念
仏
、
天
下
に
繁
昌
す
る
は
、
こ
れ
す
な
わ
ち

せ
ん

ぎ

い

近
年
山
門
無
沙
汰
の
致
す
と
こ
ろ
な
り
。
件
の
族
は
八
宗
仏
法
の
怨
敵
な
り
。

円
頓
行
者
の
順
魔
な
り
。
先
に
京
都
往
返
の
類
、
在
家
称
名
の
所
に
お
い
て

は
、
例
に
任
せ
て
犬
神
人
に
仰
せ
、
よ
ろ
し
く
停
止
せ
し
む
べ
し
と
云
々
。

て
へ
え
れ
ば
大
衆
僉
議
の
旨
か
く
の
ご
と
し
。
早
く
先
例
に
任
せ
犬
神
人
等

に
仰
せ
含
め
て
、
専
修
念
仏
者
を
停
止
せ
し
め
給
う
べ
し
と
云
云
。
恐
恐
謹

う
ん

ぬ
ん

言
。

延
応
二
年
五
月
十
四
日

公
文
勾
当
審
賢

謹
上

祇
園
執
行
法
眼
御
房

〔
山
門
訴
申
〕
康
永
四
年
（
一
三
四
五
）

15
康
永
四
年
六
月
廿
九
日
政
所
集
会
議
に
曰
く
、

早
く
西
塔
院
に
相
触
れ
ら
る
べ
し

（
中
略
）
所
詮
、
無
窓
法
師
に
お
い
て
は
刑
罰
に
処
し
、
禅
堂
に
お
い
て
は

時
刻
を
廻
ら
さ
ず
犬
神
人
に
仰
せ
破
却
せ
ら
る
べ
き
の
旨
、
来
月
三
日
早
く

三
塔
の
群
議
を
な
し
、
急
速
に
そ
の
沙
汰
あ
る
べ
き
の
由
衆
議
し
畢
ん
ぬ
。

お
わ

〔
祇
園
執

行

日
記
〕
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
四
月
十
九
日

し

ぎ
よ
う

16
山
上
公
人
（
寺
家
鎰
取
・
維
那
・
専
当
、
已
上
十
六
七
人
）
出
京
す
。
賢
聖

く

に
ん

か
ぎ
と
り

い

の
う

せ
ん
と
う

い
じ
よ
う

房
承
能
法
印
父
子
、
児
童
殺
害
の
事
に
つ
い
て
、
京
都
住
坊
を
破
却
す
べ

き
の
由
、
去
る
十
六
日
事
書
（
十
六
日
到
来
、
同
本
）
持
ち
来
る
。
銘
に
云

こ
と

が
き

め
い

わ
く
、
事
書
案
、
賢
聖
房
な
ら
び
に
承
仕
の
住
坊
破
却
の
事
と
云
々
。
す

う
ん

ぬ
ん

な
わ
ち
犬
神
人
、
寄
方
を
以
て
催
促
す
。
三
十
余
人
参
る
（
今
日
の
由
、
兼

よ
り
か
た

日
に

承

ら
ざ
る
の
間
、
他
行
に
よ
り
宿
老
等
参
る
と
云
々
）
。
当
社
の
専

う
け
た
わ
ま

当
三
人
・
宮
仕
六
七
人
、
山
門
公
人
に
相
副
え
、
賢
聖
房
の
許
に
罷
り
向

み
や

じ

く

に
ん

も
と

ま
か

か
わ
ん
と
欲
す
。

〔
祇
園
社
犬
神
人

申

状

〕
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
頃
か

も
う
し
じ
よ
う

17

『
八
坂
神
社
文
書
』
『
北
風
文
書
』

畏

み
申
し
上
げ
候

か
し
こ

抑

も
商
売
の
事
に
つ
い
て
、
淀
魚
市
と
西
岡
宿
人
等
と
の
子
細
の
一
端
申

そ
も
そ

し
上
げ
候
。
当
坂
者
の
事
、
山
門
西
塔
院
転
法
輪
堂
寄
人
、
祇
園
社
犬
神

人
に
て
、
（
中
略
）

殊
ニ
か
の
宿
は
加
様
の
商
売
を
致
し
、
当
坂
鎮
守
大

伽
藍
の
仏
供
灯
明
、
同
長
棟
非
人
の
湯
粥
等
に
も
施

行

仕

り
候
。
浅
ま

ゆ

が
ゆ

せ

ぎ
よ
う
つ
か
ま
つ

し
き
も
の
既

望

飢
の
間
、
当
公
方
様
へ
も
こ
の
つ
い
で
を
以
て
申
し
上

（
乏
カ
）

げ
、
初
め
て
然
る
べ
き
御
慈
悲
広
大
の
施

行

、
普
広
院
殿
御
建

立

候
て

せ

ぎ
よ
う

（
足
利
義
教
）

こ
ん

り
ゆ
う

下
さ
れ
候
長
棟
の
風
呂
等
、
早
大
破
に
及
び
候
の
間
、
申
し
上
げ
た
き
折
節

は
や

お
り
ふ
し

に
候
。
一
道
之
人
非
人
の
事
に
候
。
聞
こ
し
召
さ
れ
候
は
ば
、

畏

み
入
る

き

め

か
し
こ

べ
く
候
。

〔
馬
借
・
犬
神
人
年
預
代
下
知
状
案
〕
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
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『
諫
曉
始
末
記
』

洛
中
洛
外
法
華
堂
の
事
、
奉
書
を
な
さ
れ
畢
ん
ぬ
。
下
知
を
加
う
る
子
細

ほ
う

し
よ

お
わ

あ
り
と
い
え
ど
も
、
楚
忽
の
儀
あ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の

趣

、
板

中
に
相
触

そ

こ

つ

お
も
む
き

（
坂
）

あ
い

ふ

る
べ
き
も
の
な
り
。

寛
正
六

十
二
月
廿
九
日

年

頭

代

（
預
）

坂
公
文
所



五
、
坂
者
と
癩
者

ー
坂
と
長
棟
堂
ー

〔
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学

正

記
〕
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）

ぶ
つ

し

か
ん

し
ん

が
く
し
よ
う

き

19一
癩
病
を
受
く
る
の
者
こ
れ
在
る
時
は
、
隠
便
の
使
者
を
以
て
、
子
細
を
申

し
触
る
る
の
時
、
自
身
な
ら
び
に
親
類
等
に
相
計
ら
し
め
、
重
病
の
上
は
、

在
家
の
居
住
、
始
終
相
計
る
べ
か
ら
ざ
る
に
依
り
、
罷
り
出
ず
れ
ば
子
細

有
る
べ
か
ら
ず
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
長
吏
と
し
て
涯
分
の
志
を
致
し
、
向
後

其
の
煩
い
を
止
む
べ
し
。
こ
の
義
に
背
き
、
過
分
の
用
途
を
責
め
取
り
、

数
多
の
非
人
を
付
け
呵

責

を
成
し
恥
辱
を
与
う
る
事
、
こ
れ
を
停
止
せ
し

か

し
ゃ
く

む
べ
し
。

（
中
略
）

〔
京
都
坊
目
誌
〕
下
京
第
二
十
学
区
之
部

20○
安
倍
ノ
晴
明
ノ
墳
址

宮
川
町
五
町
目
北
側
三
百
五
十
二
番
地
よ
り
、

弓
矢
町
に

跨

り
此
址
な
り
。
始
め
一
区
域
を
為
し
物
吉
村
と
す
。
（
元
禄
十

ま
た
が

あ
と

も
の
よ
し

む
ら

二
年
図
に
地
を
画
し
て
晴
明
塚
と
注
し
、
官
上
京
師
図
に
も
区
画
を
為
し
て
物

吉
村
長
棟
堂
と
記
す
、
寛
保
元
年
京
絵
図
に
も
の
よ
し
村
清
円
寺
と
あ
り
、
天

保
二
年
京
大
絵
図
に
は
晴
明
社
と
記
入
す
）
此
所
は
原
と
悲
田
院
に
分
属
す

も

る
癩
病
患
者
を
休
養
す
る
私
立
病
院
あ
り
。
創
始
の
年
月
詳
な
ら
ず
と
雖

も
、
寛
文
八
年
の
頃
、
岡
崎
村
悲
田
院
よ
り
分
離
せ
し
が
如
し
。
毎
年
五

節
句
（
正
月
、
七
ケ
日
、
三
月
三
日
、
五
月
五
日
、
七
月
七
日
、
九
月
九
日
也
）

に
は
、
病
者
を
監
護
す
る
者
、
及
び
之
が

雇

人
（
六
波
羅
辺
に
住
す
る
非

こ
れ

や
と
い

に
ん

人
）
等
、
官
許
を
得
て
、
京
都
市
中

及

山
城
八
郡
に
出
て
、
も
の
よ
し
正

お
よ
び

月
の
御
祝
ひ
、
又
は
何
々
と
唱
へ
各
門
戸
に
就
き
、
米
銭
を
乞
ふ
を
以
て

と
な

例
と
す
。
五
節
句
の
収
入
米
五
千
石
と
注
す
。
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〇
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叡
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光
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史
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史
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